
TITSC NEWSLETTER 2023 年 7 月号                         E-mail: info@titsc.org 

  

技能実習適正化支援センター（TITSC）代表の渡邉です。 

ミャンマー送出し機関の職員が顔に引きつった笑いを浮かべて言いました。「子どもに、お父さんは何か悪いことしてい

るの？と聞かれた」と。メディアは、センセーショナルに技能実習制度の批判をします。賃金未払、人身売買、人権侵害

など制度に批判的なニュースが多く、その影響もあり、制度の一般的な印象はあまり良くないと思います。それが先の質

問を送出し機関の職員の子どもにさせたのでしょう。 

制度に携わっている人なら、本当はそれだけでなく、多くの監理団体や受入れ企業の努力によって、良い事例がたくさ

んあることを知っています。「あなたは何も悪いことはしていないですよ」と言いかけて、言うのを止めてしまいました。制度の

イメージが悪いこと、そのように制度に携わる送出し機関の職員を悩ませてしまうことが少なからずショックで、声にならな

かったのだと思います。 

この世間一般の技能実習制度に対するイメージは、どうしたら良くなるでしょうか。それは結局、世間の人が実際に技

能実習生と会って話す機会を増やすことだと思います。現実的には、会社に所属する技能実習生にとって、職場以外

の時間を確保することは容易ではありません。しかし、技能実習生の地域の祭りへの参加、ボランティア活動などの事例

もありますし、それらの活動は技能実習 3 号に移行するための「優良団体・優良企業」に認定される要素として評価さ

れます。世間の人が技能実習生と接することで、制度についてより知ることになり、いかに実習生が現場で活躍して頑

張っているかを知ることになります。そのことを知れば、簡単に「単純労働力」などとは言わなくなるだろうし、自分には到

底できない技術を正に学びながら一生懸命に実習していることを知り、優秀な実習生に敬意を表することに違いありま

せん。 

制度は良いことばかりではないことは事実ですが、制度のイメージが少しでも現実に近づくことを願っています。弊センタ

ーは、このようなバランスある視点で事業を展開しています。賛同してくださる監理団体は、お気軽にご連絡をお願いしま

す。一緒に何ができるかを考えます。 

 

１．イメージアップ作戦：技能実習生が学校に来る！ 

技能実習生を講師として、日本の地域の小中高の学校に派遣することが可能です。学校側は、国際交流、グロー

バル教育の一環として、今後ますますパートナーシップ強化が重要となるアジア諸国について、外国人本人から学ぶ貴

重な機会を探しています。技能実習生は日本の学校運営などについて学ぶことができ、日本の子どもたちと交流をする

ことでリフレッシュします。特に、技能実習生は「先生」を経験することで、自分の仕事や人生を考え直す良い機会となり、

多くのことを学ぶことで、とても良い刺激となります。 

例として、実習内容や製造する製品の紹介に加えて、母国の家族について、国事情の紹介などが人気です。ポイン

トは、実物を持参することと、児童・生徒が体験を通じて学べるように授業構成を工夫することです。実習生は、準備を

する過程で、日本のことのみならず自国のことも理解し直します。そして、自分の地域の親善大使としての役割を認識

し、意識改革を経て目覚ましく成長します。実習生の化学反応に期待し、一緒に制度のイメージアップに挑戦してみま

せんか？ 

 

技能実習適正化支援センター 
Technical Intern Training Support Center 

mailto:info@titsc.org


2．イメージアップ作戦：技能実習生が夢を語るビジネスコンテスト 

技能実習生の多くは、若いです。そして、彼らは夢を抱いて来日します。自分が将来どうなりたいか明確なビジョンを

語ることができる人は少ないですが、母国と日本の両国を知っている実習生は、人が気付かないアイディアを持っていま

す。少子高齢化で危ぶまれる将来の日本を救うことができるのは、このような来日した外国人による発見と発想しかな

いと強く感じます。 

実習生のビジネスコンテストを監理団体の主催で開催することが可能です。賞金を用意し、コンテスト優勝者には、

その賞金を使ってアイディアを実現する資金としてもらいます。同時に、実習生が受入れ企業の新しいビジネスパートナ

ーになることを目指し、受入れ企業は将来の事業展開をしたたかに模索します。聴衆として参加する市民からも、アドバ

イスや資金提供が期待できます。実は、このビジネスコンテストの実施は、実習生の失踪防止対策として強力な機能も

果たします。実習生の夢と将来性に賭け、一緒に制度のイメージアップに挑戦してみませんか？ 

 

~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~ 

弊センターは、技能実習制度や入管手続きに詳しい行政書士、社労士による外国人技能実習制度を取扱う専門

機関です。行政書士の全国ネットワークを活用した体制を整え、監理団体などの申請手続きを支援します。外国語に

も対応できます。 

弊センターでは監理団体及び実習実施者に向けさまざまなサービスを提供しております。 

手数料一覧は、弊社ホームページをご覧ください。 

➢ 機構計画認定申請と入管申請 

➢ 特定技能への移行・新規申請 

➢ 建設キャリアアップシステム代行申請 

➢ 外部監査 

➢ その他（法的保護講習、各種労務関係手続き支援、日本語教育支援など） 

~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~ 
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